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 このコースは、発達科学部・文学部・経済学部・農学部の４つの学部が協働し運営している学部を超えた領域横断型

のユニークなコースです。各学部の専攻に加えて選択できるコースとなっているため、サブコースと呼ばれています。 

 ESD サブコースは、ESD に求められる課題の多様性に対応し、文学部の「新しい倫理の形成」、「リスクマネージメン

ト・防災」、経済学部の「持続可能な経済活動」、農学部の「食農実践」、発達科学部の「人間の変革可能性」など４つ

の学部の特色を生かした多様な領域からの学びが用意されています。 

総合実践
科目

基礎
科目

関連
科目

フィールド
演習科目

発達科学部

国際開発論
など13科目

ＥＳＤ
演習Ⅰ・Ⅱ
（環境発達学）

環境人文学
講義Ⅰ・Ⅱ

ＥＳＤ
演習Ⅰ・Ⅱ
（環境人文学）

環境NPOビジネス
モデル設計概論
社会コミュニケー
ション論

ＥＳＤ
演習Ⅰ・Ⅱ
（環境経済学）

文学部 経済学部

ＥＳＤ論

ＥＳＤ基礎
（持続可能な
社会づくり）

ESDﾌﾟﾗｸﾃｨｼｮﾅｰ認定書

学部合同

ESD実践論

食糧生産管理学
など4科目

ＥＳＤ
演習Ⅰ・Ⅱ
（実践農学・兵庫

県農業環境論）

農学部

実践農学入門 1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

ＥＳＤサブコース

 

ESD とは、Education for Sustainable Development の略です。 

地球規模の環境破壊やエネルギーや水などの資源保全が深刻な社会問題とされる中、これまでの

大量生産・大量消費のための「開発」から、次世代も含めた世界中の人々が安心して暮らすことが

できる「持続可能な社会」への転換が求められています。 

社会的公正の実現や自然環境との共生を重視した「持続可能な社会」を実現するためには、未来

を標榜しつつ現実の課題を当事者として自覚し、行動できる人材を育成しえる学びこそが重要です。 

 2005 年から 2014 年までの 10 年は、「国連持続可能な開発のための教育の 10 年」と定められて、

各国で様々な取り組みが行なわれています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ESD サブコースＱ＆Ａ 

Ｑ サブコースって何ですか？ 

Ａ 各学部の専門教育とは別に設けるコースです。任意の受講ですが、サブコースで取得した単位も各学部での卒業単位とすることが

可能です。 

Ｑ ESD サブコースとは何ですか？ 

Ａ 環境、貧困、平和、人権、倫理、福祉、健康問題などの幅広い観点を組み込んだ「持続可能な社会づくりのための教育（ESD）」を、

アクション・リサーチの手法によって全体的に理解するとともに、その推進者としての力量を形成するための、新しい学習コースで

す。 

Ｑ アクション・リサーチって何ですか？ 

Ａ 人権・開発・環境などの領域で展開されている活動や実践に、参与・参画しながら、研究仮説を検証したり、新たな仮説を創成し

たりするフィールドワーク型の研究スタイルで、これを教育に応用します。 

Ｑ コース登録はいるのですか？ 

Ａ 下記の科目を受講してください。（4年次 ESD 実践論受講時に、「履修申請書」を提出してもらうことになります） 

Ｑ 修了するとどうなるのですか？ 

Ａ 14 単位を修得した方には、ESD プラクティショナーの認証書が授与されます。 

 

ESD サブコースについては、 

ヒューマン･コミュニティ創成研究センター

（発達科学部 Ａ棟１階） 

TEL 078-803-7970 FAX 078-803-7971 

http://www.h.kobe-u.ac.jp/3884 

esdkobe@koala.kobe-u.ac.jp 

文学部 

TEL 078-803-5502（松田研究室） 

経済学部 

TEL 078-803-3005（ごみじゃぱん） 

農学部 

TEL 078-803-5939（農学部地域連携 ｾﾝﾀｰ） 

http://www.h.kobe-u.ac.jp/3884

